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研究成果の概要（和文）：東南アジア大陸部の考古情報を事例に、遺跡・遺物データ群のオントロジー指向によ
る知識体系化と知識ベースの構築に関する研究を目的にする。遺跡・遺物データ群は、メタ情報の記述が極めて
困難であり、関係型データベースでは記録・管理、調査・検証、公開・還元の過程で有効、且つ一元的に管理で
きない。そこで、ミャンマー、タイ全土、カンボジアの遺跡情報（約15,600件）を事例に、記述データの語彙・
ネットワーク分析による知識の構造化・体系化を試み、知識ベースArcOnBaseの構築による一元的な管理手法を
探究した。

研究成果の概要（英文）：Using archaeological site data for Mainland Southeast Asia, this study has 
tried to develop a knowledge-base and systemize ontology-oriented knowledge for site/artifact data. 
The description of site/artifact data with meta-information in general is extremely difficult in 
terms of standardization, and neither effective nor integrated management is possible using 
relational databases during recording/management, surveying/verification, or publication/feedback. 
Through this study using site data on Myanmar, Thailand,  and  Cambodia, the 
structuring/systemization of knowledge through morphological or network analysis of description 
data, and built the knowledge-base ArcOnBase using this structured knowledge. This empirical study 
has built a knowledge-base, making it possible to search data family that are semantically related 
in terms. And, the study can be contributed to the formulation of principles for sharing of 
resources related to cultural asset and heritage information.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、考古情報の記録・管理、調査・検証、公開・還元に共通する資源共有化と枠組みを検討し、遺跡・遺
物情報のオントロジー指向による知識の構造化・体系化を目指す実証的研究である。また、情報学的にはデー
タ・セントリックな発想で概念構造を帰納的に導出し、知識の体系化を図る研究である。
　文化遺産情報に関わる理念構築（考古学における情報論の確立）に直接的に寄与すること、遺跡・遺物の類似
性や関連性、分布を研究する景観考古学の手法で東南アジア大陸部における歴史的動態分析が可能になること、
海外のシステムとの連携に対する考古情報処理のひとつのモデルを示し、統合型文化遺産資料情報システム構築
への基盤となる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
考古遺跡・遺物情報は、文化遺
産と定義される（有形・無形・景
観を含む）枠組みの中で位置づけ
られ、事前調査・発掘・分析・保
存・継承（記録・管理）のほか、
他の遺跡・遺物などとの関係性や
地域性、時代考証についての調
査・検証が進められる（調査・検
証）。また、成果の学界や社会へ
の還元が必要になる（公開・還元）。
しかし、それらの情報処理は、遺
跡等を管轄する機関や対象によ
って、独自の方式が採られるため
に、前述の各過程において、項目
や書式、記述法に一貫性がなく、
資源共有化の実現は難しい。 
特に国内では、考古学や文化財
保存学など発掘・分析・保存などにおいて世界をリードする質的に高い技術や実績を有するが、
一方で、情報学の視点からは個別的な応用が始まったにすぎない。それらは、(i)遺構地図、遺
物・文化財分布図、写真等画像情報、地名表、(ii)地名表・遺跡名とそれらに連係する考古学的・
歴史的分析に関する記述を含む遺跡・遺物情報、さらに(iii)報告書等に分類され、従来の枠組
みに沿ったデータベースの構築に限定されている。 
そのため、記録・管理、調査・検証、公開・還元の各過程に共通し、一元的に操作・管理が
できるような考古情報の知識を体系化する、知識ベースの枠組みが求められている[図１参照]。
具体的には、 
(1)（図 1中の(1)参照）考古情報のためのオントロジー指向の必要性 遺跡・遺物データ群は、
前述の(i)(iii)について、概ね定型項目としてメタ情報の記述が可能であるが、(ⅱ)の記録レコー
ドでは、書式や記述法のルールがない。非定型の全文テキスト形式で整理されており、同じ意
味や解釈であっても語彙の表現、文章の記述や構造は一様でない。そのために、メタ情報の記
述は極めて困難であり、オントロジー指向による知識ベースの構築がより適切だと考えられる。 
(2)（図 1 中の(2)参照）地域・時代・宗教・民族・交易などの特徴や類似性による考証・検証
を支援する機能の必要性、また遺跡・遺物の検証や考証のためには、遺跡や遺物の特徴や類似
性にもとづいて、時代や分布範囲の比定を容易にする探索機能などの支援機能が必要で、類似
性・特徴パターンによる探索機能の実現が望まれる。また、探索過程で得られた知識の累積機
能や Web 上に公開される関連情
報を獲得し、知識の増殖をはかる
知識獲得機能が求められる。 
本研究では、前述の知識ベース
を 実 現 す る た め に 、 RDF
（ Resource Description 
Framework, 以下、RDFという）
および Linked Open Data（以下、
LOD という）技術にもとづくデ
ータ生成、データの紐付け、知識
ベースの構築、類似性・特徴パタ
ーンによる探索機能と知識獲得、
知見・知識の累積機能および可視
化を実現するオントロジー指向
知識ベース ArcOnBaseの構築を
目指す。さらに、本方式が資源共
有化の新たなパラダイムとなり、
将来的には統合型文化遺産資料情報システムの構築を目指す研究に展開されることを想定する。 
 
２．研究の目的 
東南アジア大陸部の考古情報を事例に、遺跡・遺物データ群のオントロジー指向による知識
体系化と知識ベースの構築に関する研究を目的にする。遺跡・遺物データ群は、メタ情報の記
述が極めて困難であり、関係型データベースでは記録・管理、調査・検証、公開・還元の過程
で有効、且つ一元的に管理できない。そこで、ミャンマー、タイ全土、カンボジアの遺跡情報
（約 15,600 件）を事例に、記述データの語彙・ネットワーク分析による知識の構造化・体系
化を試み、知識ベース ArcOnBase の構築による一元的な管理手法を探究する。知識ベースの
構築は、地域性や時代考証、宗教・民族・統治・交易などの特徴や類似性などの意味的な関連
性をもつデータ群の探索を可能にし、新たに導出された知識の累積を実現する機能を含む実証



的研究である。本研究は、文化財遺産情報における資源共有化理念の構築に寄与する[図2参照]。 
 
３．研究の方法 
本研究では、東南アジア考古遺跡目
録（約 15,600 件）および調査報告・
文献情報を対象にして、定型項目と非
定型な全文テキスト記述で整理され
た遺跡・遺物データ群の(1)語彙分析、
(2)遺跡・遺物情報の知識体系化、
(3)RDF にもとづくオントロジー指向
知識ベース ArcOnBase の構築と
LOD による類似性・特徴パターン探
索機能と知識獲得機能、(4)得られた知
見・知識の知識ベースにおける累積機
能および可視化方式の順に研究を遂
行する。そのために、遺跡・遺物デー
タ群に対する従来型データベースの
構築を前提とし、語彙関係リストの導
出とシソーラス辞書の作成からコンピュータによる知識の体系化をはかる。一方、考古学者の
専門的知識・経験による人手での体系化を試み、双方の比較・検討によって文化遺産情報にお
ける資源共有化の新たなパラダイムとしての可用性を検討する[図 3 参照]。 
 
４．研究成果 

(1)ArcOnBase 知識ベースの構築にお
いては、RDF化に伴う東南アジア考古遺
跡 DBの構築を進めた。そのために各国
の遺跡情報データの属性の統一化を検
討し、本 DBの時空間可視化機能でデー
タの検証・整合性を確認することを目的
にした。特にデータの属性の統一化にお
いては、(a)遺跡・遺物に関する英語に翻
訳されたタイ語説明は、キーワードを抽
出して、属性を付加して、オントロジー
体系化のためのツリー構造表現の実現
を目指した[図 4 参照]。(b）遺跡情報の
RDF化分析を行なうために、(a)における
ツリー構造を探索するブラウザー
“Archaeo Ontology”の性能向上を図り、
Linked Open Data (LOD)
にもとづく検索を実現
するための予備実験を
行った。また、後述する
検索結果が地図上に可
視化される機能を付加
した。 

(2)東南アジア考古遺
跡情報に関するワーク
ショップ（WS）の開催
では、全体の研究計画の
調整と研究成果を公開
する研究会（平成 28年
6月京都）および国際会
議 “International 
Conference on Early 
State and Cultural 
Relationship of Mainland 
Southeast Asia”, organized by CRMA Research Center and EWCC Project国際ワークショップを平
成 28年 11月 12日タイ・バンコクにて開催した。 

(3)時空間概念にもとづく可視化や文脈に依存したキーワード連鎖の可視化機能の実現につ
いて Web 探索などで得られた知識の累積と新たな知識の蓄積を行い、遺跡・遺構については、
地名、時代、位置、形態などの体系化遺物については、建築物、装飾、通貨、儀礼、生活用具
などの体系化、調査報告書等については、文献・書誌情報の体系化の機能を実現を目指した。
特に、時空間概念にもとづく可視化は考古遺跡・遺物の資源共有化における機能として効果的

 

 
図 4 遺跡データ木構造表現 

 
図 5 語彙体系化 



である。平成 29年度に行った遺跡データから抽出された建築物、装飾、通貨、儀礼、生活用具
などの体系化の検討結果を国際会議で示した[図 5 参照]。 

(4)GISツールと連携した可視化を行い、東南アジア大陸部における時間・空間視点からの全
容を明らかにする。さらに、4 年間の研究期間を通じて得られた結果をとりまとめ、Pacific 
Neighborhood Consortium (PNC) Annual Conference and Joint Meetings (台湾中央研究院などが中
心となった環太平洋各種機関が参加する人文科学とコンピュータに関する国際会議）にて研究
成果を公表する。本国際会議には、(2)の自由により、参加していない。ただし、現在印刷中の”The 
Ancient East-West Corridor of Mainland Southeast Asia" 編著者柴山 守による論文の中で紹介した。 
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